ハンドマイク演説参考例　　　　　　　　　　　　２０１３年１月１１日　政策宣伝センター

　○○のみなさん、こちらは日本共産党○○後援会です。この場をお借りして、党の政策の一端を訴えさせていただきます。よろしくお願い致します。

　昨年の総選挙では、大きなご支援をいただき、本当にありがとうございました。日本共産党は残念ながら東海ブロックで目標としていた２議席には届きませんでしたが、佐々木憲昭さんの議席を守りました。消費税増税ストップ、即時原発ゼロなどの、公約実現に全力をあげる決意です。今年４月は名古屋市長選挙が、７月は参議院選挙があります。参議院選挙の比例代表では日本共産党とご支援いただき、現職の井上さとしさんを、愛知選挙区では新人の、もとむら伸子さんへのご支援を心からお願いします。
　安倍自公政権が復活し、「暮らしや平和が壊されるのではないか」と不安の声があがっています。自民、公明、民主の３党合意で、消費税の増税と社会保障の改悪を同時にすすめようとしています。憲法をめぐっては、自民、公明に加え、維新の会やみんなの党も憲法改定に賛成の立場です。しかし国民は、マスコミの世論調査でも消費税増税反対が52％、憲法９条改憲反対が52％と、いずれも過半数となっています。日本共産党は、安倍自公政権と「増税連合」「改憲連合」に正面から対決し、国民の暮らしと平和を守る防波堤として全力を尽くす決意です。
いま、景気や雇用の悪化が深刻になっています。安倍政権は、経済政策といって金融緩和に加え、２００兆円もの公共事業のバラマキをすすめようとしています。安倍さんは「輪転機をぐるぐる回して、無制限にお札を刷ってもらう」とまでいいました。しかし、いくらお札を増やしても、みんなのもとに届かなければ、銀行の金庫にたまっていくだけです。ムダな大型公共事業をおこなえば、借金が増える一方ではないでしょうか。これは古い自民党政治の失敗ずみの経済政策です。これを消費税増税とセットで行えば、経済も財政も破局的な打撃となります。

どうすればデフレを脱却できるのか、日本共産党は２つの提案を行っています。
第一に、国民の所得を増やすことです。政治の責任で電機・情報産業の大リストラを中止させ、働く人の賃金をあげ、中小・下請けを応援する政治に転換することが大事です。大企業のためこんだ内部留保は２６０兆円もあり、その一部を雇用や中小企業に還元すれば、日本経済が動き出します。働く人の暮らしがよくなれば、消費も増え、内需が拡大し、企業の経営にとっても発展の道が開かれます。
第二に、消費税の増税をストップすることです。こんな不況のもとでの増税は、暮らしも経済も、財政もダメにしてしまいます。日本共産党は、「消費税に頼らない別の道」を提案しています。他党とも共同して消費税増税中止法案を提出し、増税ストップに全力をあげます。
いま、原発ゼロ、消費税増税ストップ、ＴＰＰ参加反対など国民の大きな運動がおこり、政治を動かしています。去年の総選挙では、世論におされて民主、自民、公明の３党は、消費税について一切語れず、「増税隠し」をせざるを得ませんでした。原発ゼロの運動では、名古屋でも毎週金曜日に、関西電力支社前で、「原発なくそう」アクションが行われています。日本共産党は、こうした国民運動との共同を大いにすすめて、日本の政治を変えるために全力をあげます。
今年４月は名古屋市長選挙が、７月は参議院選挙があります。参議院選挙の比例代表では日本共産党とご支援いただき、現職の井上さとしさんを、愛知選挙区では新人の、もとむら伸子さんへの支援を心からお願いします。

日本共産党が発行している「しんぶん赤旗」をぜひお読みください。日刊紙は三千四百円、日曜版は八百円です。以上でこの場所からの宣伝を終わらせていただきます。ご静聴ありがとうございました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
